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５月27日（日）第14会場　午後1:00～3:30

男子大学生と女子大学生から見た服装イメージの相違
県立島根女短大　藤井一枝

〔(社)日本家政学会

　目的　近年、ファッションが多様化、個性化する中で、最近の女性の社会的地位の向上
により、女性の服装にマニッシュなものが増えている。従って、男性の女性に対する服装

の価値観も変化しているものと推察される。そこで、男子大学生と女子大学生から見た女

子の服装に対するイメージにっいて調べ、比較検討した。

　方法　最近のファッション雑誌の中から無作為に女子大学生に適当と思われる服装デザ

イン251種を選び、類似したものは除くなどして20種の異なる服装デザインを抽出して試

料とした。男子大学生と女子大学生を被験者としてs Dmによる５段階評価で、文献など

より抽出した服装イメージに適当な1 5組の形容詞対を用いてイメージ調査を行った。

　結果　各イメージ用語に対する平均値と標準偏差を算出した。各標準偏差は男子大学生

0.4024～1. 4259、女子大学生0. 4191～1. 3377、女子短大生0.4722～1.2992であり、男子大

学生のバラツキは若干大きいことがわかった。平均値によるイメージプロフィールを比較

すると、デザインの種類によって男子大学生が女子大学生に比べて『女性的』『上品な』

『美しい』イメージをより強く抱くもの、逆に『スポーティ』『活動的な』イメージは女
性ほど強く感じないものなど異なることがわかった。そこで、バリマックス法による因子

軸の回転を行い、因子分析した結果、男子・女子大学生とも、第１因子に活動性の因子、

第２因子にファッション性の因子が抽出されたが、第３、第４因子には男子大学生、女子

大学生、女子短大生のいずれも異なった因子が抽出され、第４因子までの累積寄与率は男

子大学生83. 1％、女子大学生86.4%｡女子短大生92.0％と異なった値を示した。
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表

女子学生の好みの服装と性格との関連性

　姫路短大　○土井千鶴子　愛知学泉短大　倉橋久子

　　　　　　　愛知淑徳短大　土田正子　鳴門教育大　藤原康晴
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媒体として重要な役割を果して

。これまで、服装を手掛りとし

ら他者の性格想定については、

きた.本研究では、同じ測定尺

た

服

を測定し、他者の場合と比較検

：調査対象者の性格判定については、11対22項目の

により各自の性格を７段階で評定してもらい、服装

ング、街着用として好む服装を16対32種の服装評定

おり、その
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７の得点を与え、尺度の評定値とした。調査時期は平成元年10月

200名、回収率は100 ％であった.
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：通学用などとして好まれている服装はシンプル、無地.ラフなどであり、性格に

は約55 ％以上が隅気、活発、感情的、まじめと回答している。対をなす服装毎に、

度上に評定平均値をプロットして、その平均値の違いを算出した.その違いが大き

の組み合わせは、個性的／平凡、地味／派手、原色／中間色、大胆／ひかえめであ

対し、無地／柄物、マニッシュ／フェミニン、花柄／縞柄、t-ッグ／タイト、ドレ

／スポーティな服装は性格上に違いがなかった. tた、他者の場合では服装と性格

合わせ176セル中1 17セルに有意差が認められたが、対象者自身の本研究では60セル

、他者についての服装と性格の関連性に比べ、自分自身についての服装と性格の関

出されにくいことがわかった。


